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概要 

 

 

 

音楽を携帯電話で再生しているときに、歌詞を画面上に表示させる。歌

詞を調べることなく見て覚えることができる音楽視聴環境を実現。 

耳だけではなく目で見ることにより今まで聞き取れなかった歌詞がわか

る。聴覚だけではなく視覚での確認が可能。デジタルオーディオプレイヤ

ーを持たずとも、携帯電話一台で歌詞同期の音楽ファイルの再生ができる

ことで手荷物も尐なくなり、非常に携帯電話の利便性があがる。 

 

本研究では現状の携帯電話での音楽再生方法や形態の調査。携帯電話で

の音楽ファイル再生時の現状、問題点を挙げ平野氏の過去の研究と現状を

比較し、現在のファイルの制限、過去の flash との現状を比較、改良しさ

らに利便性を考慮して、別の実現方法の検討を行った。 
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１ 背景・目的 

 

１－１背景 

デジタルオーディオプレイヤーや携帯電話の普及により音楽をより身近

に取り入れることができるようになった。だが現状では音楽を耳で聞くと

いう行動だけで視覚を利用した取り入れ方ほとんどしていない。音楽の再

生時に耳だけではなく目で見ることによってより音楽を楽しむことができ

る。 

携帯電話で音楽を再生しているときに、歌詞を画面上に表示させること

によって、歌詞を調べることなく見て覚えることができる音楽視聴環境を

実現する。それによって音楽ファイルと歌詞ファイルを一つのファイルと

して取り入れることでより音楽を身近で感じ、感情移入ができる。携帯電

話で歌詞を表示することにより目で見て耳で感じ、より深く音楽を楽しむ

ことができる。通勤時の余剰時間などに容易に楽しむことができる。 

  

１－２目的 

本研究では携帯電話一台でデジタルオーディオプレイヤーの機能を使用

できることでデジタルオーディオプレイヤーを持たずとも同様の機能を携

帯電話一台で実現でき、歌詞を表示させることで見て覚えることができる

音楽視聴環境を目指す。 

ドコモの携帯電話での容量制限内での音楽ファイルと歌詞ファイルの融

合。ＭＰ３ファイルのｉモーションへの変換の検討。 

 

１－３本論文の構成 

第１章では現在の背景、目的を述べた。第２章でデジタルオーディオ

プレイヤーについての現状、普及率の調査。歌詞ファイルの入手方法や現

状での音楽ファイルと歌詞ファイルの同期方法についての調査、評価を行

う。 

 第３章では携帯電話に対応した歌詞付きの音楽ファイルについての検討

を行う。 
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２ 現状   

２－１デジタルオーディオプレイヤーの現状 

2000 年代に本格的に普及しはじめたが、１９８０年代から１９９０年代

に普及していたＭＤプレイヤーやＣＤプレイヤーなどもデジタルオーディ

オプレイヤーの一つである。記録媒体にフラッシュメモリや小型ハードデ

ィスクを使用した音楽プレイヤーが今は主流である。 

デジタルオーディオプレイヤーは値段はさまざまだが消費者にとって手

頃な値段で販売されていること、手軽に操作できコンパクトで非常に利便

性が高い。 

いま現在ｉＰｏｄやＭＰ３プレイヤーなどのデジタルオーディオプレイ

ヤーが普及して約半分の人がデジタルオーディオプレイヤーを使用、保持

しているのが現状である。(図２－１参照) 

                    

図２－１ デジタルオーディオプレイヤー利用率グラフ 

 

 

２－２音楽のオンライン販売 

ｉＴｕｎｅｓ Ｓｔｏｒｅなどで音楽や動画を購入してダウンロードし、

デジタルオーディオプレイヤーに取り込み簡単に音楽を入手することがで

きる。  

ｉＴｕｎｅｓ ＳｔｏｒｅはＡｐｐｌｅ社の音楽・動画ダウンロード販売

サービスのことであり、自分のアカウントを作成することで容易にダウン

ロードすることができるサービスだ。そのため利用者はうなぎのぼりに増

え続けている。（図２－２参照） 

図２－１の統計から約半数がデジタルオーディオプレイヤーを使用して

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%BB%E5%AD%90%E5%AA%92%E4%BD%93
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%A1%E3%83%A2%E3%83%AA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%89%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%96
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%89%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%96
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いることがわかる。オンライン販売などで音楽・動画をダウンロードし、

容易にプレイヤーに取り入れることができることで使用者が増え続けてい

る。（図２－３参照） 

 

図２－２  ｉＴｕｎｅｓ Ｓｔｏｒｅでの売れ行きグラフ 

※Apple Weblog 引用 

 

図２－３   国内の有料音楽配信サービスの売上高推移   
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２－３歌詞の利用形態 

Yahoo music 歌ネットなどの無料歌詞検索サイトで図２－４や図２－５

のように歌詞を検索し検索結果は図２－６や図２－７のように閲覧するこ

とはできるが、ファイルをコピーすることは禁止されている。パソコンで

の再生時には、歌詞表示のページをひらきながら聞くことによって実現可

能だが携帯電話での再生時にはこの時点ではできない。 

 

図２－４   Yahoo music での歌詞検索画面（１） 

 

 

図２－５ Yahoo music での歌詞検索画面（２） 
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図２－６ Yahoo music での歌詞検索画面（３） 

 

  

図２－７  歌ネットでの歌詞検索結果画面 

 

 

２－４デジタルオーディオプレイヤーと歌詞  

最近ではｉＰｏｄ ｔｏｕｃｈにて音楽再生時の歌詞表示機能が追加さ

れた。これは事前に機器に歌詞を入力することによって再生時に歌詞を表

示させることができるというものである。他社のデジタルオーディオプレ

イヤーにも歌詞表示機能がついているものはあるが尐なく、あまり普及し
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ていないのが現状だ。 

 下記のデジタルオーディオプレイヤーは歌詞表示機能付きのものである。 

                   

          

図２－８ iPod Touch          図２－９ SHARP 社 MP-A100 

 

図２－１０ Transcend T.sonic 530 M TS1GMP530 

 

iPod Touch(図２－８)はアップル社のフラッシュメモリを内蔵した iPod

シリーズのデジタルオーディオプレイヤーである。無線 LAN と Safari を搭

載しウェブ端末の機能も有する。メモリ容量は 8GB, 16GB, 32GB の 3 種類。 

 

 SHARP 社の MP-A100(図２－９)は PC に取り込んだ音楽 CD や音楽配信サイ

トからダウンロードした楽曲などを転送できるほか、内蔵する FM ラジオチ

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%97%E3%83%AB_%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%9D%E3%83%AC%E3%82%A4%E3%83%86%E3%83%83%E3%83%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/NAND%E5%9E%8B%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%A1%E3%83%A2%E3%83%AA
http://ja.wikipedia.org/wiki/IPod
http://ja.wikipedia.org/wiki/IPod
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%AA%E3%83%97%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%A4%E3%83%BC
http://ja.wikipedia.org/wiki/Safari
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ューナーからの録音、オーディオ機器と接続してのダイレクトレコーディ

ング(アナログ録音)にも対応。メモリ容量は 256MB、512MB の 2 種類。 

  

Transcend 製の T.sonic 530 M TS1GMP530(図２－１０)は FM ラジオ、デジ

タルボイスレコーダー、データ転送、ストレージが可能な USB フラッシュ

ドライブ、PC ロックやファイルを保護するパスワード設定が可能なソフト

ウェアなどが付属されている MP3 プレイヤー。楽曲、アーティスト名を 12

ヶ国語で表示対応。メモリ容量は 1G の 1 種類である。 

 

 

２－５歌詞の表示方法（１） 

携帯電話で歌詞付き音楽を視聴しようとしたときに、平野氏の研究の第 3

節、「歌詞付き音楽とＦｌａｓｈ」でＦｌａｓｈが非常に有用とあった。メ

リットとして動画、テキスト、音声を一つのデータに統合でき、パソコン

や携帯での視聴ができ多くのメディアに対応しているとある。AAC 形式など

では歌詞付き音楽を視聴することができないので非常に有用だ。ただ、携

帯電話には Flash Lite という規格がある。 

いまから約 5 年前の 2003 年 5 月に発表された NTT ドコモの 505i シリー

ズなどに内蔵されている Flash Lite。これは Macromedia 社(現 Adobe 社)

が開発した、音声やベクターグラフィックスのアニメーションを組み合わ

せて Web コンテンツを作成する「Macromedia Flash」の携帯電話向けの軽

量バージョンである。 

 Flashは Web上でコンパクトなアニメーションコンテンツを作成するツー

ルとして人気が高いが、Flash Lite はこれを携帯電話で利用できるように

する技術。Flash Lite の仕様は Flash 4 をベースにしており、一通りの Flash

の機能は備わっているが、デメリットはファイルサイズが 20kB までに制限

されており、他にも、ストリーミング再生に対応していない。そして音声

が NTT ドコモ向け端末独自の MFi 形式しか対応していない、テキスト入力

ができないなど、いくつかの制約がある。 

「Flash Lite1.1」が 2004 年 6 月に発表されると、au の W32S や W33SA な

http://e-words.jp/w/NTTE38389E382B3E383A2.html
http://e-words.jp/w/E382B3E383B3E38386E383B3E38384.html
http://e-words.jp/w/Macromedia20Flash.html
http://e-words.jp/w/E38390E383BCE382B8E383A7E383B3.html
http://e-words.jp/w/Flash.html
http://e-words.jp/w/E690BAE5B8AFE99BBBE8A9B1.html
http://e-words.jp/w/Flash.html
http://e-words.jp/w/Flash.html
http://e-words.jp/w/E382B9E38388E383AAE383BCE3839FE383B3E382B0.html
http://e-words.jp/w/NTTE38389E382B3E383A2.html
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どのほかにも、ドコモの FOMA 901i シリーズなどに採用され。au 端末では、

W31SA などから「着 Flash」というサービスも取り入れられている。NTT ド

コモの「i チャネル」や、au の「着 Flash」も Flash Lite の機能を使った

サービスである。（図２－１１参照） 

 

  

  

図２－１１ ＦＬＡＳＨコンテンツ紹介 
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Flash Lite 2.0  

 Flash 7 をベースにしている。  

 2006 年 9 月より、日本でも対応端末が発売されている。NTT ドコモは対応端末を

発売しなかった。  

 容量制限:au 100KB、SoftBank 150KB  

 

 

Flash Lite 2.1  

 Flash 7 をベースにしている。  

 2006 年 12 月 Windows Mobile 5.0 用正式リリース。国内向けスマートフォンで

も利用可能に。  

 

 

Flash Lite 3.0  

 Flash 8 をベースにしている。  

 Flash Video に対応。ただしフルブラウザで YouTube などの動画が再生出来るとは

限らず機種の個別対応による。  

 2007 年 11 月より、日本でも対応端末が発売されている。現在は NTT ドコモと

SoftBank の一部機種のみ対応。現段階で発売されている携帯電話ではほとんどが

この Flash Lite 3.0 が使用されている。 

 

 

 906i/706i シリーズでは Flash Lite 3.0 に対応しており、F906i や N906i、N906iμ、

N906iL、F706i のフルブラウザ（ピクセル製ブラウザ除く）では Flash Video（Flash 8

相当）をサポートし、Flash での動画再生が楽しめるようになっている。  

新バージョンの Flash Lite 3 は、PC 向けの Flash 8、ActionScript2.0 に相当してい

る。  

ドコモの携帯電話でＭＰ３ファイルを取り入れ歌詞を表示させるためには、制限で

ある 100KB 以内に納めなくてはならない。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/Flash_Video
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%AB%E3%83%96%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%82%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/YouTube
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ＰＣでの歌詞付き音楽の再生は問題ないが、携帯電話では可能かどうか確認する。 

手段としてItunesのソフトを使用して約３ＭＢの音楽ファイルのインポート方法を

ＭＰ３エンコーダに変更し、ビットレートを変更し、１００ＫＢ以内に収めるために

圧縮を行う。 

  

 

 

 

図２－１２  オーディオファイルプロパティ画面 

 

元となるファイルを AAC オーディオファイル、3.0MB、サンプルレート 44.150khz、

ビットレート 128kbps の音楽ファイルを使用する。 
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図２－１３ オーディオファイル圧縮後プロパティ（１） 

 

 ビットレート 96kbps でサンプルレートが 22.050khz、チャンネルをジョイントステ

レオとしたファイルは 2.3MB までしか圧縮できなかった。 

 

ビットレート 16kbps でサンプルレートが 11.025khz、チャンネルをモノラルとした

ファイルでも 378.3kb までしか圧縮することが出来なかった。 
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図２－１４ オーディオファイル圧縮後プロパティ（２） 

 

 

 

ファイル サイズ ビットレー

ト 

サンプルレート 音質 

図２－１２ ３ＭＢ 128kbps ４４．１００kHz 問題ない 

図２－１３ ２,３ＭＢ 96kbps ２２．０５０kHz やや务る 

図２－１４ ３７８．３ＫＢ 16kbps １１．０２５kHz ラジオ以下 

 

図２－１５ 容量別ファイル分類表 

 

 

 

 

図２－１５の半分の 8kbps でも約 150kb までしか圧縮することはできなかった。圧縮

したことによりこの時点での音質の低下はひどく、携帯電話やＭＰ３プレイヤーなど
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で聞くためには適しているとは言えない。ドコモの携帯電話の flash lite の制限が

100kb ということから、この方法では制限範囲内で音楽ファイルと歌詞ファイルをひと

つにまとめ、使用することは難しい。 

 

 

 

２－６歌詞の表示方法（２） 

 ドコモの携帯電話で音楽ファイルと歌詞ファイルをまとめて音質を低下させずに適

した形で使用するためには、「ｉモーション」に変換しなければ使用できない。 

ｉモーションは、NTT ドコモの FOMA シリーズで利用できる、動画配信のサービスで

ある。ｉモードに接続し、サービスを提供しているサイトから動画をダウンロードす

ることができる。動画をダウンロードするには、月額情報料や個別情報料を支払う必

要がある場合もある。i モーションには、標準タイプと再生後はデータが消去され保

存ができないストリーミングタイプがある。702is までは 70xi シリーズのストリーミ

ングは非対応であったが、703i シリーズ以降は対応している。MP4 対応 i モーション

のファイル制限がダウンロード、ストリーミングともに 904 シリーズ以降からは 10MB

までとなり、歌詞付き音楽を携帯電話で再生するには非常に適している。ファイル制

限が 10MB となると高音質で歌詞付きのテキストファイルを同期させてもファイル制

限には収まる。 

また、i モーションでは、TimedText に対応しており、動画に対してテロップを追加

することが可能となっている。 

本研究では音楽ファイルと歌詞ファイルを同期したファイルをこのｉモーションフ

ァイルへと変換し使用するために検討する。 

 

下記の図２－１６は NTT ドコモ社の MobileMP4 バージョン 7 の機種別のスペックの

一覧である。※テロップの表示は 904 シリーズまでの対応となっている。 

 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/NTT%E3%83%89%E3%82%B3%E3%83%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/FOMA
http://ja.wikipedia.org/wiki/I%E3%83%A2%E3%83%BC%E3%83%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%80%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%9F%E3%83%B3%E3%82%B0
http://ja.wikipedia.org/wiki/MP4
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図２－１６  ｉモーション端末スペック一覧 

 

 

 

２－７音楽と歌詞の同期の図式化 

音楽データと歌詞ファイルが同期するイメージを図式化すると図２－１

７のようになる。 
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図２－１７  音楽データ・歌詞データ同期イメージ 

 

音楽ファイルに歌詞テキストを入れ、同期したファイルをドコモの携帯電話でｉモー

ションとしてとりいれるイメージを図式化する。（図２－１８参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１８音楽データ・歌詞データをｉモーションへの変換イメージ 

 

 

２－８ 音楽ファイルのｉモーションへの変換 

 ファイルを携帯電話で変換するために「※携帯動画変換君」というソフトを使用し

てためしてみる。 

「携帯動画変換君」は MPEG/AVI 形式などの動画ファイルを、携帯電話や PSP 上で再

生可能な動画形式に変換できるフリーソフト。本ソフトで変換した動画ファイルを

プ ロ グ ラ ム 歌 詞 付 き 音 楽 

音 楽 デ ー タ 

歌詞のデータ 

音 楽 歌 詞 同 期 

フ ァ イ ル 

携 

帯 

電 

話 
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miniSD メモリカードなどに書き込み、NTT ドコモの FOMA や au の CDMA 1X WIN 対応端

末などで読み込んだり、PC に接続した PSP に転送すると、変換した動画を携帯電話や

PSP 上で再生できる。パソコン側で読み込み可能な形式は MPEG/AVI/MOV/WMV 形式。た

だし、WMV ファイルの変換時には動画のエンコード速度を高速化するスクリプト言語

「AviSynth」v2.5 以降をインストールする必要がある。出力可能な形式は

3GP2/3GPP/MQV などとなっており、3GP2 ファイル，音声 AAC 形式一般設定”などのあ

らかじめ用意されている全１５種類の設定から出力形式を選択できる。また、設定フ

ァイルをテキストエディターなどで編集しておくことで、任意のビットレートや解像

度などで動画を出力することも可能。 

          

 

         

図２－１９ 携帯動画変換君実行画面（１） 

 

機種により変換したいファイル形式に適した設定を選び選択する。 
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図２－２０携帯動画変換君実行画面（２） 

 

ファイルを画面にドラックしてくると自動的にファイルの書き換えが始

まる。変換する時間はファイルサイズによって前後するが、３ＭＢのファ

イルで約１０～１５秒ほどでできる。非常に速く変換でき、フリーソフト

としては非常に使い勝手がよい。 

     

図２－２１ 変換後のファイルプロパティ画面 
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このソフトを使えば携帯電話でｉモーションとして再生可能のＭＰ４フ

ァイルに変換することができた。容量は２．３８ＭＢに収まった。ファイ

ルサイズの制限は 904ｉシリーズ以降のドコモの携帯電話では１０ＭＢと

なっているのでｉモーションとして再生するには制限内で収めることがで

きた。ただし、この時点では歌詞データを合成してはいない。 
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３携帯電話に対応した歌詞付き音楽の検討 

  

３－１仕組みの検討 

 過去の平野氏の研究第４章の「Flash を利用した歌詞付き音楽の作成方法

の検討」による歌詞付き音楽データ処理手順モデルを適用してｉモーショ

ンへの変換を行う仕組みの検討を行う。 

 

 

『①タイムタグ付き歌詞データ入力 

 －LRC ファイル読み込んで、タイムタグと歌詞テキストを抽出する。 

②タイムタグ変換機能 

 －タイムタグを Flash でのフレーム数に変換する。 

③音楽データ入力機能 

 －Flash ムービーに配置する音楽データ（MP3 データ）を入力する。 

④Flash ムービー構成機能 

－音楽と歌詞テキストを指定したフレーム位置で同期させ Flash ムービーを

構成する。』              ※平野氏卒業論文  ３２引用 

  ⑤ｉモーションファイル出力機能 

    －構成されたムービーをｉモーションファイルに出力する。 

  

下記の図３－１に上記の手順での作業を図式化したものを記す。 

 

 

 

 

 

 

 

        

 図３－１ 歌詞付き音楽データ処理手順モデル 

音楽データ

  

歌詞データ 

手 順 ① ～ ⑤ ｉモーション完成 
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３－２ Ｗｅｂサービス化としての検討 

本研究での作業をＷｅｂサービス化として検討。 

歌詞データと音楽データをインターネットを経由してＷｅｂサーバーでｉ

モーションへと変換。そのｉモーションファイルを携帯電話へとインポー

トし、使用するシステムを検討する。下記の図３－３はＷｅｂサービスを

行う上での図式イメージを示す。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

        図３－２Ｗｅｂサービス化の図式イメージ 

 

３－３ タイムテキスト付きファイルの作成 

３の仕組みの検討でのタイムテキスト付き歌詞データを Lyrics Editor ver4.3 を使

用して実際に入力して作ってみた。 

 入力するのに約１０分前後要した。尐し時間が掛かるのがデメリットだ。 

歌詞データ 音楽データ 

Ｗ ｅ ｂ サ ー バ ー ｉ モ ー シ ョ ン 

携 帯 電 話 イ ンターネット 
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図３－３ タイムテキスト付き歌詞 

 

  

３－４ ②タイムタグ変換機能・③音楽データ入力機能・④Flash ムービー構成機能 

 

 これら 3 つの機能は、平野氏の卒業研究で作成された mp3.pl という Perl 言語のプ

ログラムによって実現されている。Linux において、以下のように入力する。 

 

% perl mp3.pl  sukigara.lrc  sukigara.mp3 

 

 結果として、sukigara.swf という Shockwave Flash のファイルが作成される。これ

を Web ブラウザで再生したものを図に示す。 
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図３－４ 作成された Flash ムービー 

 

３－５ ｉモーションファイル出力機能 

 

 2 章での議論の結果から、携帯電話で利用可能な歌詞付き音楽を作成する場合、平野

氏で実現された Flash ムービーではなく、i モーションが適していることがわかった。

本研究では、実験的な i モーションを Apple 社の Quick Time Pro を利用して行った。

Quick Time Pro では、以下のようにして i モーションを作成する。 

 

（１）音楽データ（MP3 ファイル）から i モーションファイルを作成する 

 2 章では、携帯動画変換君を用いて作成した i モーションファイルを作成したが、同

様に Quick Time Pro でも作成できる。 

① 変換するファイルを開きプロパティを設定する。動画もテキストもないので、サ

ウンドトラックのみが含まれている。 

 

図３－５ プロパティの設定 

② テロップとして表示したいテキストを作成する。 

 i モーションの追加される Timed Text は、3GPP の技術仕様 TS 26.234 V5.0.0, 

“Transparent end-to-end packet switched streaming service （PSS）; Protocols 
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and codecs （Release5）, March 2002.” にて規定されており、基になるデータは XML

で記述される。たとえば、以下の図３－６のように記述される。 

<?xml version="1.0"?> 

<?quicktime type="application/x-quicktime-tx3g"?> 

<text3GTrack trackWidth="176.0" trackHeight="36.0" layer="-2" language="jpn" 

 transform="translate(0,144)" 

 timeScale="600"> 

 <sample duration="30000"> 

 

 <description format="tx3g" displayFlags="scrollOut+horizontal" 

  horizontalJustification="Left" 

  verticalJustification="Top" 

  backgroundColor="0%,0%,0%,100%"> 

 <defaultTextBox x="0" y="0" width="176" height="36"/> 

 <fontTable> 

  <font id="1" name="MS PGothic"/> 

 </fontTable> 

 <sharedStyles> 

  <style id="1">{font-table: 1}{font-size: 12} 

    {font-style: normal} 

    {font-weight: normal} 

    {color: 100%,100%,100%,100%}</style> 

 </sharedStyles> 

 </description> 

 

 <sampleData targetEncoding="utf8"> 

  <text styleID="1">  これは i モーションにテロップを付けるテス

トです。2008 年度鋤柄卒業論文</text> 

 </sampleData> 

 </sample> 
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</text3GTrack> 

図３－５ プロパティの設定 

 

 この XML ファイルを QuickTime で読み込み、i モーションムービーに追加する。 

 

図３－６ Timed Text ファイルの読み込み 

 

 

図３－６ Timed Text ファイルのムービーへの追加 

 

③ テキストとサウンドのトラックを多重化して i モーションムービー作成 

 テキストトラックの追加が終わった後で、トラックを多重化してムービーファイル

を生成する。 
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図３－７ トラックを多重化してムービーファイル生成 

 

（２）再生 

 作成された i モーションムービーの再生を図３－８に示す。再生は、Real Player

で行った。 

 

図３－８ Real Player による i モーションムービーの再生 
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４評価・考察 

 

 ドコモの携帯電話での歌詞付き音楽ファイルの再生のためにｉモーションへの変換

作業を行ったが、本機構を使った処理については音楽ファイルを変換する際に時間が

あまり掛からない。ただし、今回の本研究について以下のような知見や課題を得た。 

 

・タイムタグ付きファイルの作成に時間を要すること。 

・タイムタグ付きファイル作成時に表示のタイミングなどが多尐前後してしまう可能

性があること。 

・ドコモの携帯電話の 903i 以前のシリーズだとファイル制限が尐なく音質の低下を余

儀なくされてしまうこと。 

・他社の携帯電話使用時に形式が変わってしまうこと。 

 

現状の本機構の改善点としては、下記の点が挙げられる。 

・携帯電話での音楽にジャケット等の情報を表示させることの検討。 
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５まとめと今後の課題 

  

５－１ まとめ 

本研究では音楽と歌詞、デジタルオーディオプレイヤー、携帯電話での再生につい

て議論し、デジタルオーディオプレイヤーの普及に伴い、視聴環境の変化に気づいた。

そこから音楽視聴環境の問題点を提起した。 

 次に音楽と歌詞の融合によるメリットを考え、既存のサービスの調査を行った。続

いて携帯電話での視聴によるメリット、NTT ドコモ社の携帯電話に適したｉモーション

への変換を検討、調査し、歌詞付き音楽生成機構の開発に Flash を利用することによ

りメリットが多いため、Flash による開発を行う結論に至った。ＭＰ３ファイルのｉモ

ーションへの変換を行い、その後タイムタグ付きの歌詞の作成を行った。以上の議論

を踏まえ、歌詞付き音楽生成機構の検討を行った。 

上記の本研究による検討、実際に音楽データと歌詞データを用いて評価・考察を行

った。 

 

５－２ 今後の課題 

音楽データと歌詞データを同期し、携帯電話での歌詞付き音楽の再生を目標とした

がそこまでには至っていない。 

歌詞付き音楽ファイルを携帯電話のｉモーションファイルとして視聴をできるよう

にすることが今後の課題となる。 

Ｗｅｂサービス化も視野に入れていたが、現段階ではＷｅｂサービス化には至って

いない。音楽データと歌詞データをＷｅｂサーバー上にアップロードするとｉモーシ

ョンが生成されることを理想とし、今後の課題として取り組みたい。 
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